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佐賀県警察署協議会代表者連絡会議開催結果の概要 

 

                                             　  　　　令和５年３月10日 

会　　議 　令和４年度　佐賀県警察署協議会代表者連絡会議　

開催日時   令和５年２月２日（木）　13：30　～　15：30　　

開催場所 　佐賀県警察本部 第一会議室(視察場所：通信指令室及び交通管制センター)

 ○　公 安 委 員 会 (３人) 
　 　　牛島委員長、奥田委員、岡委員 

出 席 者 ○　警察署協議会（10人） 

　　佐賀南署協議会：原田会長　　佐賀北署協議会：椿原会長 

　　神埼署協議会：足立会長　　鳥栖署協議会：古澤会長 

　　小城署協議会：眞﨑会長　　唐津署協議会：梶山会長 

　　伊万里署協議会：前田会長　  武雄署協議会：馬渡会長 

　　白石署協議会：友納会長　　鹿島署協議会：松下会長 

○　警 察 本 部（10人） 

　　松下本部長、中道警務部長、野口首席監察官、 

　　原田生活安全部長、井原刑事部長、田中交通部長、 

　　原警備部長、平川総務課長、 

　　本村公安委員会補佐官室長、同室係長 

○　警 察 署（10人） 

　　各警察署警務課長　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    計　33人

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 

 

２　公安委員会委員長挨拶（要旨） 

　　警察署協議会代表者連絡会議に御出席いただき感謝申し上げる。 

　　委員の皆様には、それぞれの協議会において、地域住民の視点に立った貴

　重な御意見や御提言をいただいくとともに、地域の安全に関する問題につい

　て、真摯かつ活発な議論が行われていることについて大変心強く感じている。 

　　警察署協議会の目的は、地域住民の代表者である協議会委員の皆様の意見
　を警察業務に反映させ、地域住民と警察が一体となって安全で安心できる地

　域社会を築くことにある。 

　　委員の皆様には、地域と警察の「声の架け橋」として、今後とも引き続き、

　地域住民の代表者として、地域の実情や治安情勢等を踏まえた警察署に対す

　る積極的に御提言をいただきたい。 

 

３　警察本部長挨拶（要旨） 

　　各警察署協議会の皆様には、平素から各警察署の業務運営に関し、様々な

　視点から貴重な御意見をいただくなど、警察行政の各般にわたり、深い御理

　解と御支援をいただいていることについて御礼申し上げる。 
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　　安全で安心な地域社会の実現は、警察だけの力でなし得るものではなく、

　様々な関係機関やボランティア団体などとの連携を通じて、県民の皆様の御

　支援や御協力をいただくことが必要不可欠である。そして、これらを通じて

　地域住民の皆様の御意見や御要望等を把握し、警察署の業務運営に的確に反

　映させていくことが、警察署協議会設立の趣旨である。 

　　皆様方には、今後とも、警察署との緊密な連携の下、地域における様々な

　意見、要望等を積極的に御提言いただくとともに、警察活動に関する情報を

　多角的に発信していただき、地域の安全・安心の確保に御協力を賜りたい。 

 

４　協議会活動事例等の発表 

    各警察署協議会の代表者が、次のとおり発表した。 
   　○　諮問、答申状況　　　　　　　　　　　　～全警察署協議会

 　　○　主な視察状況等
 　　　・　職務質問要領の模範演技視察 　　　   ～佐賀南警察署協議会
 　　　・　警備訓練の視察　　　　　　　　　　　～佐賀北警察署協議会

       ・　飲酒状態体験ゴーグルの体験視察      ～神埼警察署協議会

　　　・　テロ対処訓練の視察                  ～鳥栖警察署協議会 
       ・　小城警察署作成「ニセ電話詐欺防止寸劇」の視聴  

 　　　　                            　　　　　～小城警察署協議会
   　　・　さがポリスふれあい号（交通安全教育車）の体験視察

 　　　　                            　　　　　～唐津警察署協議会
 　　　・　駐在所員による腹話術を活用した被害防止広報の実演視察

 　　　　                            　　　　　～伊万里警察署協議会
 　　　・　逮捕術訓練状況の視察                ～武雄警察署協議会
 　　　・　運転技能検査等の体験視察            ～白石警察署協議会
   　　・　ＶＲ歩行環境シミュレータの体験視察　～鹿島警察署協議会

 

５　意見交換・質疑応答 

　　意見交換・質疑応答では、 

　　・　協議会における各種視察の状況について 

　等の意見交換が行われたほか、 
   　・　歩行者のハンドサインの普及について

　　・　交通マナーの向上について 

　　・　ストーカー対策について 

　等の質疑応答が行われた。 

 

６　公安委員会委員総評 

 (1)　牛島委員長 

３年ぶりの開催で、直に各協議会会長から報告を受けるとともに、質疑

や御意見をいただけたことは大変良かった。 

コロナ情勢から３年が経ち、様々なものが変化したことで、これまで通

じていたものが通じなくなり、変化することが当たり前になってきており、
これからますます互いにコミュニケーションを取ることが大事だと思う。 

警察では、取締や広報により交通事故を減らす取り組みを行っているが、

更に効果を発揮するためには、マナーアップを皆が自分事として捉え、そ

の輪を広げていくこと、そして「共有すること」が大事と思う。 

今後、本当に安全安心を実効性のあるものにするためには、皆さんの目

と、耳と、声が必要であり、今後とも声の架け橋になって頂きたい。 
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 (2)　奥田委員 

協議会の皆さんは、警察の考えを県民の皆さんに伝える「伝道師」とし

ての役割があると思っており、皆さんには、警察署協議会で聞いた話を、
 身の回りに伝えて頂くことをぜひお願いしたい。

また、市民感覚として、警察に対して「少し違うんじゃないか」と感じ

ることがあれば、遠慮なく市民目線で「その対応（言い方、考え方）はお

かしいですよ」と指摘をしていただきたいと思っている。「伝道師」と「市
 民目線で指摘をする立場」として、引き続き御協力をお願いしたい。

 (3)　岡委員 

警察署協議会は、警察の業務に民意を反映させることによってより安全

安心な地域作りに貢献していくものと捉えており、それぞれの立場から、

意識的に住民の声を聞き取って、協議会でその声を届けて頂くことが大切
 であると改めて感じた。

また、協議会には、諮問を受けて答申した後、各警察署でどのように取

り組まれたか、どのような成果があったのかを確認し、更に課題がある場

合は、再検討により継続的に取り組むことが警察業務の洗練に繋がってい
 くと考えているので、今後ともよろしくお願いする。

 

７　本部長謝辞 

    本日はお忙しい中、御出席いただき感謝申し上げる。 

　　本日、３年ぶりに対面しての開催となったが、直接お目にかかって情報交
 　換や御意見をいただくことの重要性を感じた。

　　県警察では、先手先手で取組を行い、県民の安全を守っていきたいと思っ

　ており、住民の方々に警察の活動を知っていただくとともに、地域の皆さん
 　のニーズを把握することが重要だと考えている。

　　これからも忌憚のない意見をいただきながら、佐賀県の安全安心をより一

　層高めていただくことに引き続きお力添えをいただきたい。 

 

８　閉会 

 

９　視察 

    警察業務に対する理解促進を図るため、警察本部の「通信指令システム」
 　及び「交通管制センター」を視察した。


